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日 本 植 民 地 期 の 台 湾 人 産 業 資 本 に



























い,ま して中小零細資本は当然のこととして論外 となった。戦後,そ れの克服
として徐照彦が 『日本帝国主義下の台湾』で,台湾大族系資本りの活動 を考察
1〕 清末台湾の大地眠,郊 商或 いは買弁資本 として蓄財 した台湾入大資産家は,同 族経営 を特徴 と
したため.族 系資 本 と呼ぶ。通常5大 族系資本 と呼ばれ るものは,日 本領有後,早 くか ら産 業に
投 資 した最大の5大 台湾 入資産家の ことであ る。
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し,民 族資本の存続様態を明 らかに したが,彼 は族系大資本 の衰退過程のみ に
注 目 し,中 小零細資本を射程に入れなか った。 これで は,植 民圧政 に耐 えなが
ら,固 有の基盤を守 り,日 本資 本の統合 に対抗 し,さ らにキャ ッチ アップして
自らの成長を計る中小 零細 台湾人資本 の努力や,実 態 は見 えて こない。実際 に
は,植 民 地期 台湾人資本 の中で は大資本の後退と対照的に,中 小零細資本 はむ
しろ独 自な成長 をつ づ けた。 商業部門 での両者 の成長 は上 記の よ うで あ った
が2」,その特徴 は産業部 門におい て もっ と顕 著にな る。ただ し,そ れ は台湾 人
大小資本 間の競争か ら起 きた結果ではな く,む しろ外圧 に対応す る基 本能力,
自助努力 とい う性格の違いか ら生 じたので ある。 この対応力 は中小企業成長 の
原点であ り,ま た,同 じく植民地で あった朝鮮の民族小 零細 資本欠如 との違い
の原因3,でもあ った。
本小論 ぽ植民地期 の台湾人産業 中小 零細 資本 の存続,活 躍 を同 じ台湾人の大
資本 のそれ と比較 しなが ら,中 小 零細 資本の発展 の趨勢 を概観 して.置 された
成長 の事実 を実証 しよ うとす るもので,そ の際,台 湾 人資本 の存義ボ対ー 応 様態,
蓄積上 の特徴 の分析 を加 え,そ の性格形成 の原 因及 び現代的意味にうい て も考
察 を加 えようと試み る。
::論
「手 法」 及び時期 区分 につ いて.尋
植民地期 の台湾産業資本 には,日 本人資本 と台湾人資本 とがある,∫..櫨の外国
人 資本 は初期 にはあ ったが,1912年まで に完全 に撤退 したためo,日i掌資本特
に財閥系資本が急激 に圧倒的な優 勢を もつ に至 った。全体 と して比縫 ナる と,
台湾人産業資本は比率は小 さいが,絶 対額 の増減でみれ ば,そ れ として成長 し
2)台湾人中小商人資本の植民地期での活動や,台湾大大資本と対照的な蓄積成長についての検証
























模の民事合股(合 名会社)の 形態の ものや,個 人事業工場(工場名簿などに載
せる資格のあるもの)のが中心となる。現在の株式公開状況や従業員数を分類基





5).15)台湾の独 自な 「会社 令」 が台湾人の大資本への成長 を制限 した,会 社の設立は 日本人の
参加 のみ許可 した。当時の朝鮮の.「会社法」よ りも厳 しいものであった。矢 内原忠雄 「帝国主義
下の台湾」(岩波 書店 、昭和4年,135ペー ジ)及 び小林 英夫編 『植民地へ の企業進出一朝鮮会社
令 の分析一』(柏書房,94年3月〕 を参照。
6)丁 場名簿にのせ られ る工場.は,1929年以 降は 「常時5人 以 トの職ll:,動力使用の:LO」とい う




















大=衰 退,中 小 台頭
大:停 滞,中 小発展













1.第1期 台湾人資 本の温存期 と大資本の成立(1895-1904年).・
まず,日 本植民前 の台湾人資本の存在形 態 を確認 してお きたい。.台湾は明中
期の中国商人の商業 的開発 によ り,早 くか ら糖,米,茶.な ど農産加江 物の輸出
地であ った。 旧 「郊」南区)を中心 とした台 湾人商人 は,加 工業 な どの産業資本
ア)他 の研 究は工業化が顕著に発達 した20年代 以降り産業発展 区分期 間に集 中 し,それまでの期間
を一括 したものが多い.消 費財か ら生産財生産への移行で30年で 区分す る人 もい る。
8>清 中期,大 陸南方に起源 し,台 湾人で流行 した出身地な どによ り商人が組織 し,肖業,社 会秩
序 を維持す るなどの活動 を行な う.こ の商組織 は 「郊」 とよばれ た。R本 植民地期に組合に名前
を変更 させ られた。
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本参加が多 くみられた。他方既存の地主制が保証され,と くに小相月(土 地経
営の田底権所有の地主)の土地所有が保証された。この整理によって,大 地主
9)郊 商 人の多 くは,自 ら工場 を作 り,産 業資本 として活動 した り,或 いは問屋 として,前 貸 し資
本で注文生産 させた りした。また,銭 荘(.金融機 関)も 兼営す る場合が多い,そ の商人,生 産,
金融で の活動形態は三位一..一体 の商人資本 ζ呼 ばれ るひ例 えば劉進度 「清末台湾 におけ る対外 貿易
の発展 と資本蓄積の特 質」r東経大会誌』1984年,第138号を参照。
1① 清か ら中国大陸南部 地域 に.一田多生 の慣習があ り.台 湾開拓当初豪族は政府 よ り開墾権 を取得,
それを実際開拓 する入に開拓.土 地経営権利 を譲 るかわ りに,地 租を徴収 して,地 租 の 一部 をま
た政府へ 上納 した。上地 開拓所有(田 面権 ともい う)権 を大租権 ,経営権 を小租権 とよぶ。後者

























社 名 事業内容 代表者 設立年月 資 本 形 態一
裕 豊 号 鉱 石 顔雪年 1898 独 資
溢 豊 号 ク 〃 1899 〃
権 利 号 ウ 〃 1900 〃
泉 商 会. ウ ク 1903 蘇源泉と合資
瓜 予 炭 坑 〃 ク 1904 鉱業権耶得 独資
和 行 樟脳 〃製塩 享顕栄 1897 買 収
湾官煙販売 タバコ販売 〃 1呂99 官業請負,合 資
工 公 司 土木請負 〃 1900 合 資
港 塩 田 開設 製 塩 〃 ユ900 独 自
北塩務支店 塩販売 〃 1900 〃
ヘ ン売 捌 人 アヘ ン販売 享斌浦 1900 〃
和製糖18社 製 糖 事蹟栄 1901 ク
湾 糖 〃 陳中和 19⑪0 日資と合資,取 締役
興 製 糖 〃 〃 ユ903 独 自





殆 どで,日 本資本は合資の一礼(三 井系 と陳中和合資の 「台湾製糖」)だけで
ある。日本資本の精巣進出の嚆矢は.1900年総督府の強力な保護 と誘致策による,
三井系の台湾製糖株式会社の成立であった。折柄,日 本の 日露戦争の準備によ
る財政困窮と総督府の専売収入の減少で,総 督府は最小 コ.ストによ り最大の.税
収を確保する路線から,利子補給,利 益保証の内.地資本誘致策を断念 して,現
地資本利用,温 存政策へ切 り替えた。また糖葉にたいし補助金 と保護関税を施
行 し,族 系大資本 はこの間新 式製糖工場 を設立 した り,旧 糖部 を改良 した りし
た。族系 資本大 製糖会社以 外 に,1902-4年に設立 された近代 製糖 会社 は8社
あったが,台 湾製糖以外 には民 間資本一社だ けがU本 資本に よるものであ り,
その他 は全 部台湾人資本 による もので あった。(表2を 参照)
台湾人資 本のなかでは陳中和,王 雪農(陳 の分系)が 族系資本であ ったが,
台湾人地主資本 の合資 による もの もあ った。糖葉の発展 初期 には,台 湾人族系
及 び合 資の大資 本が圧倒的多数 を占め,同 産業へ積極 的に参加 していたこ とが
わ かる。他方 の中小零細資本はほ とん どが在 来 と改 良糖廊 に集 中 砿 その数 も
大 きく成長 していた。それは1902年に111711を記録 し,1907年の生産高は依然
新式製糖7工 場 の5倍 以上で あ った田。つ ま り早期 の砂糖 の発展 は台湾 人大,
中,小 資本が総 ぐるみで参入 した結果であ ることを示 してい.る。 とりわけ大資
本の成長は著 しか った。砂糖移輸出 も族系商社 が仕切 り,額 は年 々大 きくふ え
つづけたか ら,そ れ だけで もかな りの利益 をあげ ることがで きた。
重要な代表 的産業 たる製糖 以外の 日用品の島内での生 産,流 通過程へ は 日本
人は,農 崇へ の入殖が困難であ ると同様 に入 りこめなか った。砂糖以外の伝統
























湾製糖(株) 1900.12 100 日本資本,陳 中
新 製糖(合) 1902.7 20 台湾人資本(陳
興製糖(.合) 1903.4 24 台湾人資本(陳









水港製糖(合) 1903.12 30 台湾入資本(土
南 製 糖(合) 1904.5 35 台湾人資本(主
治 製 糖 1906.ll 500 日本内地資本
イン商会製糖 …1906.11 20 .イギリス資本











宙 乗 製 糖(株)
北 港 製 糖 〔株)




事 顕 宗 製 糖












































*興製糖 は後台南製糖 に事業 を継承 されて,日 本資本に買収される ことになった。


























13)1911年日本の関税独立 にと もなって.台 湾 にも新関税制 を実行.封 目移出は関税がな くな り,
また幣制統 一及び台湾銀行 の設立 によって,内 地資本が進出 しやす くな った。
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皆無であった。この三社 も合名会社 とい う方式をとっていた。糖業以外を含む
全体の会社をとっても台湾人資本はその5%に もみたない1り。この時期の台湾
人大資本は,日本総督府 と結託 しながら辛 うじて勢力を保持 しつづけた。 しか
し,やはりこれらいわゆる族系資本の新事業の展開もある程度制限されていた。














基盤 として,蕪 農と深いつなが りをもち,前貸 し資金などで庶農の甘庶の集積
14)R照 彦 「日本 帝 国 主 義 下 の 台 湾」 東 大 出 版,1975年6月,401ペ ー ジ。
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供給を確保 していた。糖廊には農民何人かで合資 して経営する 「.牛韓廊」もあ
るから,低価格で日系工場へ提供するより,効率が悪 くても自らの糖廓を改良
し,製造をつづけた。改良製糖廓は会社 として,或 いは農業の兼業,組 合など
多様な形で経営されていたと思われるが,其 の詳しい実態を示す資料がなく,













先の総督府の 「府令16号」の影響があ り,台湾人中小資本の場合,形 態 として
は 「会社」設立は少なかったが,そ のかわ りに民事合股(組 合).とい う形を
とっていた。表4,5を比べて見よう
表4か らわかるように他産業で会社形態をとっている台湾人資本は26社しか





























『台湾省51来統計提 要.1進学書局,民 国53年,8工4-5ページよ り作成)
表41912年 糖 業 以 外 の 産 業 に お け る 台湾 人会 社 組 織 投 資 状 況(株 式,台覧 合 名)
1..





























利施設 養魚 林業 合計
63
26.22
(冷照 彦 『日本 帝 国 主義.トの 台湾 」401ペー ジ
1414313
141.23112】 田ラ聾3.22
第 】74表よ り作 成)





策にも帰因するが,大 資本 と違って,差 別政策に押さえられながらも,多 くの



















g結び付 きが強 く,顔系は日本内地財閥三井系及び地場 日本資本とも資本関係
を結んでいる)深めながら.買弁化,従属化 していく。 しか し,24年以後,物価,
地価の下落により,ほとんどの会社の収益は赤字に転 じ,族系資本の持続的発







16)徐,前 掲 書,415ペ ー ジ。
17)徐,前 掲 書,426ペ ー ジ を参 照 。
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が終結 したに もかか わ らず,20年代後半か ら新規投 資において大資本 は後退 を
余儀な くされた。 その一方,上 地,資 産の零細 化は,中 小,零 細資本 の成長 に
は促 進的に働 く意味 合いを もっていた。
20年代 の経済発展 につ いてみ る際,大 きな移 出商品で,台 湾 の農地所有に結
びつ き,零 細資本 に大 き く寄与 した商品 「米」 と農業全体の発展 を見落 とすわ
けにはいか ない。 日本 国内の米価高騰で,台 湾米の低価格 は強い競争力を もっ
た,ま た,25年の蓬莱米移植の成功 は,移 出 に拍車をか け,米 の生産 と精米業
が急成長 し,そ の成長 は殆 ど台湾人零細 加工資本によ って担われるよ うになっ
た。 この時期 の台湾米の 日本での消費は,東 京を中心 とする9府 県で,シ ェア.
が22-34年間 に2%か らU%ま で急増 した1δ}。この時期の糖 価の低迷 と下落傾向
にたい し,米 価は急上昇 し,そ れまで農業生産で砂糖 によって米が駆逐された
状況は,.今度は逆に米によ って,砂 糖 が駆逐 され る番 となった。 ここで注 目す
べ きは,製 糖が 日本大資本に押 さえられ ていたの と異 な り,米 は現地 の農民が
生産,加 工,島 内流通 まで押 さえていた とい う事 実である6.この時期 に 「土墾
問」 と呼 ばれ る籾摺 り業が簇生 して きた。1920年の 「工場名簿」では台湾 人工.
場 は1686個所 を記録 してお り(29年まで の工場名簿 はまだ動力 と人員規模 に関
し制限が なく,5人 以 下,動 力 を持 たない一1場も記入 したので,29年以降の と
比べれ ばこの時の数字は もっ と少 ないはずであ る〉,1929年には同 じく台湾.人
」:場は2485個所,1932年には3000個所 を越 えてい る。 これ らの工場 は会社形態
を とっていないのがほ とん どで馴,ユ911年の 「台湾会社摘要」では製茶,製 菓,
精米 な ど一括 して も会社形態を とってい るのは38社しか ない の と比較すれば,
大 きく躍進 した ことがわか る。 これ らは零細 とはい え,賃 労働 を用いた生 産か
ら流通 までの過程 を握 っている。 このよ うな零細資本は..L地所有を根拠 に して
日本資本の浸透 を拒 みつつ,日 本市場 壷狙 って,独 自の資本形成 を進 め,米,
砂糖 の間で巧み に利潤 を狙 って植民地体制下において,生 存 と発展 をはか った
]8)矢 内 原,前 掲 書.ユ03ペ ー ジ,、
19)聡 智 府 「工 場 名 簿1.各年 よ り算 出 。
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表61932年新興産業工場数

















(総督府 「工場名簿」総督府殖産局,昭 和7年 より算出)
のである。「土嚢問」の存在は伝統の 「郊」商習慣 をも彷彿 とさせるものであ
る。それは既存の現地商業的農業の発達とも相俟って,植民地 ドで日本財閥資
本による統合に対抗 しつづけ,台 湾経済の.環 として独自の存続形態を持ち続
けていた といえる。
この時期は,農業,農 産物加工業以外に,他 の加工業の勃興期でもある。と


















策 の現地 人に対す る制限 をさけ,最 初か ら輸出指向製品によって資本形成 をし,
















本の成長は20年代 と比べて,著 しい後退をみせた,特 に,こ の時瑚ゆ 日本資本




21)台湾経済年報刊 行会 「1942年台湾経済年報」 国際 日本協 会.昭 和17年,4ページ。
22)台湾においては,砂 糖以外 に,米 という大 きな輸出品の存在は,現 地資本が機 敏に市場 に反応
す ることを可能に し,ま た選択 の余地 を残す。 モ.ノカルチ ャー よりもバ イカルチ ャー と呼ぶ 入が
い る。例えば,山 本有造氏 の主張。
23)1936年に完成 した日月潭発電所 は,当 時の台湾消費電力 より多めに設計 した水力発電 なので,
安価 な工業用電力 の提供がで きる,本 格工業化の重要な インフラの つ となった。
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45年の新規投資 は林 本源3社,林 献堂1社,陳 系3社,顔 系5社,睾 系9社 に
な ってい る2。 この うち後者 二系 は新興 族系資本 と して 日本資 本 と強 くつ な
が っていたか ら割に勢力 を保持 してい た。 そして新興の族系 資本 が旧地主,商
人資本 の族 系を圧倒す るようになった。旧族系資本の新規設 立が低迷す る と同
時に,既 存会社 の中には 日本資本 によって乗 っ取 られ,或 いは重役 の座か ら追
わ.れた会社 もす くな くない。1941年の族系存続 会社 リス トをみれ ば,林 本源系
は直系会社が8社(15年 か ら30年まで に10社設 立),傍 系15社(15-30年27社設
立)が 存続 陳系 はそれ ぞれ3社 と4社 にな った。(15-30年傍 系 は8社)軌,
これらの族系特 に旧地主,商 人階級の族.系資本 は後退 をみせ てい る。全 体の産
業 における大資本の衰退 は表7で も見受 けられる。表7で,資 本金20-500万
まで の会社形態 をとってい る台湾人資本 は38年か ら40年の間 に,比 率 は後退 し
ているが,投 資額は(台 湾人資本比率x資 本総額)わ ずか にふ え る傾 向にあ る,
500万円以上の会社のほ うは額,比 率 と.もにやや後 退 した。500万円以上 の.会社
の殆 どは族系資本の もので あった26}。20-500万円の会社 に族系 以外 の会社 も
た くさん入 ってい るので鮒,ど ち らが増 えてい るかが判断 しに くいが,い ずれ
に して も,500万円以 ヒの族系資本 を代 表 とす る台湾 人大 資本の低迷,後 退ぶ
りは明 らかで あろ う.
30年代 は本格 的工業化 の時期 で,36年の 日月潭発電所 の完成 によ り..一層の工
業化が可能 になった。そ して 「南進基地」建 設のため,R本 資本が大挙進出 し,
各種 丁:業が勃興 したgそ の中,台 湾 人大資本 の低迷,衰 退 に対 して,会 社形態
を とってい ない 中小零細資 本の多 い 「工場名簿」 の中か ら,中 小資本の成長を
検 出す ることがで きる。5人 以上 の職工 と動力使用の台湾人工場,特 に精米,
























(出所1周 憲文 『台湾経 済史』 開明書 局1980年,騒6ページの表 よ り作成)
表81938年 台 湾 人 新 興 加 工 工 業 の成 長(1932年の との 比 較)











製 材 木 工 業
123
346
(1932、認年度台湾総 督府 「.1:場名簿」 よ り作成)












現 した ことがわか る(表8,9)。 同表で と り.Lげられた新興産業 は当時最大
の成 長産業劉で あ り,そ れ に中小規模 中心 の当時の工場 数の95%の経営主体 は
台湾 人による ものである馴。 中小資本 の工場 において台湾 人の企業 は顕著 な成
長 をみせ ていた.40年代 までには台湾入中小企業 の安定成長が大資本 の衰退 と
対照 的になっていた ことがわか る。
以上40年までの台湾人産業資 本の変容,大 資本 と中小 零細 資本 の消長 をみ て
きたが,総 じて言 えば,植 民地体制下,台 湾人が発達 した商業社会 と現地資本.
の土地 との深い結 びつ きによって,早 熟 の 日本資本の浸透 を拒 みつつ,抵 抗,
28)周憲文 『台湾経済 史』5仙ページの図よ り,31年と41年の金属,機 械,化 学工 業の増 加はそれ
ぞれ6,8%,2%,5%増になる,変 わ りに砂糖 を中心 とする食 品工業 は16%減とな つ.た。
29>高橋,前 掲書,438ペー ジ。
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再編或いは成長,さ まざまの展開をしてい くその過程 において,大資本 と中小
資本は違った様相を呈 していた。即ち,大資本は初期の温存された転換成立期










治上の差別,不 利なハンディ に耐 えなが らも,経済地位の確保と自己成長を
根強 く,少 しずつではあるが,遂 げていったことが評価さるべきだと思う。特
に植民地差別体制下の中小資本の自助努力 とキャッチアップの経験は二次大戦
後の台湾経済の発展 に大 きな意味をもった と考えられる。
IIIむすび に代 えて
本稿は台湾人資本を相対的に大小に分けて検証 してきたが。マクロ的な視点
でみるので,個 別の企業の具体的な行動や,変 化についての分析は不足 してい
る。また大小資本間の交流及び企業の地位のLド移動 も重要な課題であるが,
本稿はまず全体の趨勢変化 とその共通 した特質の解明に努めた。






























輸出の砂糖 米に加えて,パ イナ ップル缶,茶 などまさに30年代にできた台湾
人中小企業によるものであらた。例えば,]958年の総輸出額をみれば,糖51%,
米17%の残 りは,茶4%,パ イナップル中心の缶詰21%その他 の工業品7%に
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表10非 食用製造業重要部門国内生産対総需要比 単位%















皮及 ゴ ム 印刷
3763
7296
そ の他 合 計
2740
6677











30)糖,茶,パ イ缶の比率 は 「台 湾の食品工業」(第一 冊 台銀経研 至福,1966)の18ペー ジ,
60ペー ジ,86ペー ジ各表 よ り算 出。米の比率 は 「台湾農工部門間之資 本流通」(李登輝,1972年,
台銀経研 編)の89ペー ジ58表よ り。
31)例えば 『台湾の獅子』(呉火獅,1992年,講談社,日 本 語版)の 新 光 グルー プの成長過程が一
つの典 型である。
